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NO.758

　11月 9 日㈯、総合体育館で『第27回登別市児童館
スポーツ交流会』（市主催）が開かれ、市内の児童館
と児童クラブから小学生207人が参加しました。
　 6チームで行われた綱引き大会では、子どもたち
が力を合わせて、「よいしょ！よいしょ！」の掛け
声とともに、一生懸命綱を引き合っていました。

力を合わせて、よいしょ！よいしょ！

１、GooglePlay・
　　AppStoreから
　　無料アプリ「junaio」
　　をダウンロード

２、必ずこのQRコード
　　をスキャン

３、右上の「広報のぼりべつ」
　　ＡＲ動画マークにスマート
　　フォンをかざす

2013.12
NO.758

児童館スポーツ交流会の
動画が見れるよ!!



　

収
入
は
、
水
道
料
金
収
入
が
主
で
、
執
行
率

は
49
・
2
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
支
出
は
、
年
度
末
に
経
理
を
行
う
減

価
償
却
費
な
ど
の
経
費
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
執

行
率
は
25
・
4
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
は
、
予
算
の
大
部
分
が
借
入
金
な
ど
で
、

年
度
末
の
収
入
と
な
る
た
め
、
現
在
の
執
行
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
支
出
は
、
配
水
管
の
整
備
事
業
や
水

道
メ
ー
タ
ー
の
購
入
、
借
入
金
の
償
還
な
ど
に

よ
り
執
行
率
は
48
・
4
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
収
益
的
収
支
】

【
資
本
的
収
支
】

①
予
算
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

水道事業会計の財政公表
問い合わせ　水道グループ（☎85 5 5 0 1 ）

　市は、安全な水道水の安定供給を図るため、皆さんが納入す
る水道料金などを財源として、毎年度、水道施設の整備を行っ
ています。
　今号では、平成25年度の予算執行状況などについてお知らせ
します。

科　　目 予算額 執行額 執行率

収　

入

水 道 料 金 9億1,560万円 4億5,002万円 49.2%
受託工事収益 2,346万円 1,389万円 59.2%
その他営業収益 2,413万円 1,039万円 43.1%
営 業 外 収 益 21万円 2万円 9.5%
特 別 利 益 0円 0円 0.0%

計 9億6,340万円 4億7,432万円 49.2%
科　　目 予算額 執行額 執行率

支　

出

委 託 費 1億7,993万円 7,051万円 39.2%
人 件 費 1億2,860万円 5,606万円 43.6%
支 払 利 息 1億　399万円 5,132万円 49.4%
減 価 償 却 費 2億9,194万円 0円 0.0%
資 産 減 耗 費 2,236万円 0円 0.0%
維持管理費等 1億4,108万円 4,227万円 30.0%

計 8億6,790万円 2億2,016万円 25.4%

科　　目 予算額 執行額 執行率

収　

入

企 業 債 8,760万円 0円 0.0%

工 事 負 担 金 2,430万円 0円 0.0%

計 1億1,190万円 0円 0.0%
科　　目 予算額 執行額 執行率

支　

出

工 事 請 負 費 1億4,311万円 7,179万円 50.2%

企業債償還金 2億6,063万円 1億2,963万円 49.7%

人 件 費 2,901万円 1,303万円 44.9%

量水器購入費 3,487万円 3,016万円 86.5%

修 繕 費 1,044万円 208万円 20.0%

委 託 費 3,200万円 284万円 8.9%

そ の 他 経 費 764万円 129万円 16.9%

計 5億1,770万円 2億5,082万円 48.4%

2 水道事業会計の財政公表



0

10

20

30

40

50

60

70

企業債の状況　（各年度末残高）

平成24年度

億円

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

46.8億円
53.0億円 51.4億円 49.8億円 48.4億円

9.2億円

元金利子

13.6億円
12.9億円 10.7億円 10.0億円

　

市
は
、
安
定
的
に
水
道
水
を

お
届
け
す
る
た
め
、
管
路
の
更

新
や
耐
震
化
な
ど
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
企
業
債
は
こ

れ
ら
の
建
設
改
良
に
伴
う
資
金
が
必
要
な
と
き
、
そ

の
財
源
と
し
て
発
行
を
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
１
億
600
万
円
の
企
業
債
を
発
行

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
た
企
業
債
の
元
金

2
億
5
千
678
万
円
と
利
子
１
億
545
万
円
、
合
計
3
億

6
千
223
万
円
を
支
払
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
末

の
行
政
区
域
内
人

口
5
万
985
人
に
対

し
、
給
水
人
口
が

5
万
187
人
と
な
り
、

水
道
普
及
率
が
98
・

43
㌫
と
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
ご
家
庭

に
水
道
水
を
供
給
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

水
道
の
使
用
区
分
は
、
家
事
用
・
家

事
用
以
外
・
公
衆
浴
場
用
・
臨
時
用
の

4
つ
の
用
途
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

家
事
用
は
、
給
水
戸
数
が
前
年
度
に

比
べ
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
給
水
量
は

前
年
度
に
比
べ
減
少
し
ま
し
た
。

　

家
事
用
以
外
は
、
給
水
戸
数
、
給
水

量
と
も
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

給
水
量
の
推
移
と
し
て
は
、
増
加
し

て
い
る
年
度
も
あ
り
ま
す
が
、
全
体
的

に
は
家
事
用
、
家
事
用
以
外
と
も
減
少

し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

②
企
業
債
の
状
況

③
給
水
量
と

　

給
水
戸
数
の
状
況

用途区分
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

給水戸数
(戸)

年間給水量
(㎥)

給水戸数
(戸)

年間給水量
(㎥)

給水戸数
(戸)

年間給水量
(㎥)

給水戸数
(戸)

年間給水量
(㎥)

給水戸数
(戸)

年間給水量
(㎥)

家 事 用 20,774 3,369,737 20,787 3,402,390 20,825 3,431,644 20,990 3,369,339 21,028 3,360,165

家 事 用
以　 外 1,270 836,276 1,236 814,477 1,216 803,091 1,211 758,918 1,217 752,216

公　 衆
浴 場 用 3 6,991 3 5,765 2 5,986 2 4,479 1 0

臨 時 用 40 4,040 55 2,920 44 1,163 41 382 48 1,136

合　　計 22,087 4,217,044 22,081 4,225,552 22,087 4,241,884 22,244 4,133,118 22,294 4,113,517

１日平均
給 水 量 11,554㎥ 11,577㎥ 11,622㎥ 11,293㎥ 11,270㎥

用途別給水戸数及び給水量

3 水道事業会計の財政公表







２０１３ ２０１４年末年始の業務案内

～ごみ収集～
　ごみ収集は12月31日㈫から
1月 3日㈮まで休みます。
　 1月 4日㈯に『燃やせるご
み』の市内一斉収集を行いま
す。 8 時までにごみステー
ションに出してください。
　 1月 6日㈪からは通常通り
です。
※ 休み期間中は、ごみステー
ションにごみを出さないで
ください。

～自己搬入ごみの受け入れ～
　クリンクルセンターは、引
越しや大掃除などで一時的に
大量のごみが出たときには、
自家用車などでの搬入を受け
付けています。

▼受入時間　 9時～16時

▼  手数料　100㌔㌘まで500円
（100㌔㌘を超える場合は、
10㌔㌘ごとに50円を加算）
※ ごみは、『ごみ分別辞典』
を参考に『燃やせるごみ』
『燃やせないごみ』『資源
ごみ』『粗大ごみ』『有害
ごみ』に正しく分別し、袋
に入るものは必ず透明また
は半透明の袋（指定ごみ袋
は不可）に入れてください。
分別されていない場合、搬
入できないことがあります。
※ 第三者に搬入を依頼するこ
とはできません。

▼  問い合わせ　環境対策グル
ープ（クリンクルセンター
内・☎85２９５８）

～し尿収集～
　し尿収集は、12月31日㈫か
ら 1月 5日㈰まで休みます。
　新年は、 1月 6日㈪から通
常通り収集します。
※ 年内に収集の必要な方は、
12月20日㈮までにお申し込
みください。

▼申し込み　㈱東洋興業
 （☎85２９３５）

業務・問い合わせ 12/29
㈰
30
㈪
31～1/3
㈫～㈮

4
㈯
5
㈰
６
㈪
7
㈫

市の窓口・各支所 （☎852111）
地域情報センター『Ｐ

ピ ッ ピ

ｉＰ』 （☎812182）
ジョブガイドのぼりべつ （☎815555）
クリンクルセンター研修室・市民見学コース
 （☎852958）
市民ギャラリー・再生品展示室 （☎852958）
市民プール『らくあ』 （☎855588）
ふぉれすと鉱山 （☎852569）
市民会館 （☎881139）
市民活動センター『のぼりん』 （☎836866）
総合体育館 （☎855552）
鷲別公民館 （鷲別支所 ☎868823）
登別公民館 （☎831131）
婦人センター （登別支所 ☎833511）
登別温泉公民館 （☎842068）
登別温泉ふれあいセンター
 （登別温泉支所 ☎842068） 平常通り

各青少年会館
 （社会教育グループ ☎881129）
市立図書館 （☎854324）
郷土資料館 （☎881339）
労働福祉センター （☎855044）
若草つどいセンター
（児童室のみ12月30日㈪は開放）
 （☎861205）
老人福祉センター （☎881303）
鉄南ふれあいセンター （☎852966）
各保育所・児童館・児童室
 （子育てグループ ☎855634）
富岸児童クラブ （☎870034）
常盤児童クラブ （☎851840）
若草児童クラブ （☎860011）
青葉児童クラブ （☎883006）
幌別西児童クラブ （☎883570）
鷲別児童クラブ （☎870003）
登別児童クラブ （☎831177）
中央子育て支援センター （☎813715）
登別子育て支援センター （☎802772）
のぞみ園 （☎857721）
しんた21各室貸館 （☎850100）

は休み

6 年末年始の業務案内



緑町１丁目

至 鷲別駅 至 幌別駅

至 室蘭 国道36号 至 白老

道道登別室蘭インター線

陸上自衛隊
幌別駐屯地

北海道
コカ・コーラ
ボトリング

登別ベルコ
会館

交番
出入

雪捨て場

若草町１丁目

雪捨て場

道道上登別室蘭線至 室蘭 至 幌別

至 鷲別駅 至 幌別駅

若草小学校

ジャパンスイミング
スクール登別

平成斎場若草公園
出入

登別東町 3丁目

雪捨て場

至 室蘭

伏古別川

婦人センター

登別マリンパークニクス

国道36号 至 白老

出入

富岸町

道央自動車道至 室蘭 至 白老

亀田霊園

亀田記念公園

雪捨て場 出入

通りやすい冬道のために地域のご協力を通りやすい冬道のために地域のご協力を

雪が降った後の冬道は、みんなが困ります。
市は、限られた台数の除雪機械で速やかに交通を確保するため、雪を道路の両脇にかき分けて除雪しています。
皆さん一人一人のご協力で、除雪効果が大きく上がります。

【利用上の注意】
●雪以外の物は持ち込まないでください。　　　　●雪捨て場は奥側からご利用ください。
●大型店舗の駐車場などの雪はご遠慮ください。　●堆積状況により予告なく閉鎖することがあります。

　道路を除雪した後の玄関前や車
庫前にかき分けた雪は、道路へは
戻さず、道路脇や各家庭の敷地内
で処理をお願いします。

　除雪作業ができなくなることが
あり、みんな
に迷惑が掛か
ります。

　道幅が狭くなったり、わだちが
できやすくな
り、交通事故
や交通障害を
引き起こす原
因になります。

　除雪作業中は大変危険です。作
業は安全第一で行っていますが、
事故防止のた
め、除雪車が
来たら近づか
ないでくださ
い。

　急な坂道には、滑り止め用の砂
箱を設置しています。散布と管理
に皆さんのご協力をお願いします。

問い合わせ　土木グループ（☎85３２６０）

間口の雪処理に
ご協力を

路上駐車は
やめてください

雪捨て場をご利用ください　利用時間：10時～17時

道路への雪出しは
やめましょう

除雪車には
近づかないでください

滑り止め用の砂や
融雪剤の散布にご協力を１

２ ３ ５

４除雪のための

５つ
のお願い

7 通りやすい冬道のために地域のご協力を



登別ブランド推奨品に応募しませんか登別ブランド推奨品に応募しませんか

 　登別ブランド推進協議会は、登別温泉のイメージを裏切らない高品質な地元産加工食品を『登別ブ
ランド推奨品』として認定し、広く宣伝することで、商品の信頼や知名度を高めるとともに、地域経済
の活性化を図り、まちのイメージを向上させることを目的に活動しています。
　これまで19品を登別ブランド推奨品として認定し、積極的にＰＲしています。
　この機会にぜひ、こだわりを持った自慢の商品をお申し込みください。

●
応
募
で
き
る
方

市
内
に
事
業
所
を
有
し
て
い
る
事
業
者

●
対
象
と
な
る
商
品

主
な
原
材
料
が
市
内
で
生
産
ま
た
は
採

取
さ
れ
て
い
る
加
工
食
品
（
市
内
で
生

産
ま
た
は
採
取
で
き
な
い
も
の
に
限
り
、

北
海
道
産
も
対
象
と
し
ま
す
）

●
応
募
で
き
る
品
数

１
事
業
者
に
つ
き
2
品
ま
で

　

『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
申
込
書
』
に
次

の
も
の
を
添
え
て
、
12
月
27
日
㈮
の
17
時

ま
で
に
、
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
添
付
す
る
も
の

特
産
品
調
査
票
・
商
品
サ
ン
プ
ル
（
2

個
無
償
提
供
）
・
商
品
カ
タ
ロ
グ
（
商

品
を
説
明
し
た
も
の
）

※ 

申
込
書
は
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
と
登
別

商
工
会
議
所
に
備
え
付
け
の
ほ
か
、
同

協
議
会
や
同
会
議
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※ 

食
味
審
査
時
に
試
食
品
の
無
償
提
供
が

必
要
で
す
。

◎
応
募
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

▼
日
時　

12
月
3
日
㈫　

18
時
〜
19
時

▼
場
所　

市
役
所
第
3
会
議
室

　

販
売
促
進
や
販
路
開
拓
を
目
的
と
し
て
、

主
に
次
の
よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

• 

ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
た

商
品
の
Ｐ
Ｒ

•
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
広
告
掲
載

• 

同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
の
ぼ

り
べ
つ
、
会
議
所
会
報
な
ど
で
の
商
品

紹
介

• 

全
国
で
開
催
さ
れ
る
各
種
商
談
会
、
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
経
費
の
一
部
補
助

※
平
成
25
年
度
の
参
加
実
績
（
11
月
現
在
）

北
海
道
産
品
取
引
商
談
会
、
さ
っ
ぽ
ろ

　

１
月
26
日
㈰
に
開
催
予
定
の
推
奨
審
査

会
を
経
て
、
推
奨
品
を
決
定
し
、
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

　

審
査
は
、
次
の
6
つ
の
基
準
に
基
づ
き
、

書
類
審
査
や
食
味
審
査
な
ど
に
よ
り
、
総

合
的
に
行
い
ま
す
。

●
審
査
項
目

①
素
材
、
原
材
料
の
産
地　

②
事
業
所

の
所
在
地　

③
商
品
の
地
域
性　

④
商

品
の
安
全
・
信
頼
性　

⑤
生
産
体
制　

⑥
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
意
欲

※ 

審
査
委
員
は
、
市
民
、
生
産
者
が
組
織

す
る
組
合
な
ど
の
役
員
、
マ
ス
コ
ミ
関

係
者
、
調
理
師
ら
20
人
程
度
。

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
、
海
老
名
マ
ル
イ

北
海
道
物
産
展
、
ど
さ
ん
こ
プ
ラ
ザ
池

袋
店
登
別
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
、
北
洋
銀

行
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
バ
ザ
ー
ル
な

ど
※ 

商
談
会
な
ど
へ
の
出
展
に
対
す
る
補
助

は
、
平
成
26
年
度
末
で
終
了
す
る
予
定

で
す
。

応
募
要
件

応
募
要
件

推
奨
品
の
決
定
方
法

推
奨
品
の
決
定
方
法

推
奨
品
に
認
定
さ
れ
る
と
…

推
奨
品
に
認
定
さ
れ
る
と
…

応
募
方
法

応
募
方
法

問
い
合
わ
せ

　

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会

　

（
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
内
・

 

☎
85
２
１
７
１
）

登別ブランド推奨審査会の委員を募集します

▼応募資格　市民で市内の食品加工業者と利害関係のない方

▼  役割　 1月26日㈰の推奨審査会で商品説明や試食などによ
り審査します

▼定員　 2人（応募者が 3人以上のときは選考）

▼  応募方法　12月27日㈮までに商工労政グループ、登別商工
会議所備え付け、または市や同会議所ホームページに掲載
の応募用紙に必要事項を記入し、郵送またはファクス、Ｅ
メールにより登別ブランド推進協議会（〒059-8701中央町
6 丁目11、思85 8 2 8 6 、shoko@city.noboribetsu.lg.j
p）まで申し込みください。

8 登別ブランド推奨品に応募しませんか



区　　分 収入月額
入居者または同居者
に障がいがある方

214,000円
　　 以下

入居者が60歳以上で
同居者のいずれもが
60歳以上または18歳
未満の方
小学校就学前の子ど
もがいる世帯
上記以外の方 158,000円

　　 以下

団地名 所在地 募集区分 住宅番号 階数・広さ（㎡） 家賃（円）

道
営

鷲　　別 鷲別町
3丁目 一般世帯 Ａ－403 4 階・ 3 L D K（70.1） 21,100 ～ 41,400

登 別 西 鷲別町
5丁目 一般世帯 Ｂ－56 5 階・ 4 L D K（74.6） 17,900 ～ 35,300

Ｂ－46 4 階・ 4 L D K（74.2） 17,800 ～ 35,100
若　　山 若山町

4丁目 高齢・身障世帯 Ｂ－103 1 階・ 3 L D K（69.2） 18,600 ～ 36,600

新　　川 新川町
4丁目 一般世帯 3－336 3 階・ 3 L D K（74.1） 22,900 ～ 44,900

登別東町 登別東町
5丁目 高齢・身障単身 Ｅ－103 1 階・ 2 D K（52.3） 15,400 ～ 30,300

市
営

新　　生 新生町
2丁目 一般世帯 1－206 2 階・ 3 L D K（64.8） 16,800 ～ 33,000

3 －344 4 階・ 3 L D K（65.9） 17,700 ～ 34,700

桜　　木 桜木町
4丁目 一般世帯 6－646 4 階・ 3 L D K（68.1） 22,100 ～ 43,400

7 －735 3 階・ 3 L D K（79.0） 26,300 ～ 51,600

柏　　葉 柏木町
4丁目 一般世帯 3－332 3 階・ 3 L D K（66.0） 17,800 ～ 35,000

5 －522 2 階・ 3 L D K（66.0） 18,100 ～ 35,500

柏　　木 柏木町
1丁目

単身／一般 7－743 4 階・ 3 D K（59.9） 14,700 ～ 28,900

一般世帯 10－1041 4 階・ 3 D K（63.6） 15,700 ～ 30,800
10－1045 4 階・ 3 D K（63.6） 15,700 ～ 30,800

緑 ヶ 丘 常盤町
3丁目 一般世帯 1－131 3 階・ 3 L D K（66.5） 19,700 ～ 38,700

1 －141 4 階・ 3 L D K（66.5） 19,700 ～ 38,700

幌 別 東 幌別町
8丁目

単身／一般
75Ｒ 2 －406 4 階・ 3 D K（56.5） 13,500 ～ 26,500
75Ｒ 4 －105 1 階・ 3 D K（56.5） 13,500 ～ 26,500
76Ｒ 3 －301 3 階・ 3 D K（58.9） 14,300 ～ 28,100

一般世帯 79Ｒ－102 1 階・ 3 D K（62.3） 15,600 ～ 30,700

登別温泉 登　別
温泉町

単身／一般 1－15 3 階・ 3 D K（58.8） 14,200 ～ 27,800

一般世帯 2－214 1 階・ 2 L D K（68.2） 22,200 ～ 43,600
2 －263 6 階・ 3 L D K（77.4） 25,200 ～ 49,500

見　　晴 登　別
温泉町 一般世帯 1－ 2 1 階・ 3 L D K（66.3） 17,000 ～ 33,500

※ 

収
入
月
額
は
、
世
帯
全
員
の
所
得

の
合
計
と
各
控
除
に
よ
り
計
算
し

ま
す
。

◇
申
込
資
格

① 

家
族
で
入
居
す
る
方
（
婚
約
中
の

場
合
を
含
む
）

②
持
ち
家
の
な
い
方

③ 

現
在
、
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

な
い
方

④ 

収
入
基
準
を
満
た
し
、
そ
れ
を
証

明
で
き
る
方

⑤ 

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方
（
市

営
住
宅
の
場
合
）

⑥ 

入
居
者
お
よ
び
同
居
者
が
暴
力
団

員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
第
2
条
第
6
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

◇
収
入
基
準

◇
申
込
方
法

12
月
5
日
㈭
か
ら
（
平
日
の
み
）

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
と
各
支
所
で

配
布
す
る
『
入
居
申
込
書
』
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
12
月
9
日
㈪

か
ら
13
日
㈮
の
9
時
か
ら
17
時
30

分
ま
で
に
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
抽
選
日
時
・
場
所

12
月
19
日
㈭
10
時
・
市
民
会
館

◇
鍵
渡
し
日
時
・
場
所

2
月
3
日
㈪
9
時
〜
16
時
30
分
・

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ

• 

募
集
区
分
は
、
募
集
案
内
書
で
ご

確
認
く
だ
さ
い

• 

入
居
希
望
が
募
集
戸
数
を
超
え
た

と
き
は
、
各
住
宅
番
号
ご
と
に
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す

※ 

必
ず
抽
選
会
に
参
加
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

• 

団
地
内
や
住
宅
内
で
、
犬
・
猫
な

ど
は
飼
え
ま
せ
ん

• 

入
居
資
格
審
査
は
、
抽
選
に
当
選

し
た
方
の
み
に
行
い
ま
す
。
こ
の

と
き
、
入
居
要
件
を
満
た
さ
な

か
っ
た
方
の
当
選
は
、
無
効
と
な

り
ま
す

公
営
住
宅

公
営
住
宅
（
道
営
・
市
営
）

（
道
営
・
市
営
）
入
居
者
募
集

入
居
者
募
集

問い合わせ　建築住宅グループ（☎85４３９９）

9 公営住宅（道営・市営）入居者募集



　

市
は
、
10
月
30
日
㈬
か
ら
11
月
22
日
㈮
ま
で
、
各
地

区
連
合
町
内
会
と
の
平
成
25
年
度
地
区
懇
談
会
を
市
内

10
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見
や

地
域
が
抱
え
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
と
市
の
職

員
が
懇
談
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
や
市
が
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
区
連
合
町
内
会
ご
と
に
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

市
か
ら
は
、
『
公
共
施
設
整
備
の
あ
り
方
』
や
『
新

し
い
除
雪
体
制
』
、
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導

入
』
な
ど
9
項
目
を
情
報
提
供
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
連
合
町
内
会
か
ら
は
、
道
路
管
理
や
交

通
安
全
、
防
災
対
策
な
ど
暮
ら
し
に
身
近
な
課
題
の
ほ

か
、
市
の
施
策
や
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
、
各
地
区

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
市
民
と
市
職
員
が
活
発
な
議

論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
㈫
か
ら
11
月
7
日
㈭
ま
で
の
火
・
木
曜
日
、

緑
陽
中
学
校
3
年
生
約
130
人
が
家
庭
科
の
保
育
実
習
の

た
め
、
学
級
ご
と
に
１
日
ず
つ
、
市
が
特
定
非
営
利
活

動
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
に

委
託
し
、
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
2
階
に
開
設
し
て
い

る
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　

生
徒
は
、
室
内
遊
び
、
外
遊
び
、
子
育
て
講
話
の
3

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
に
遊

び
に
き
た
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
絵
本
を

読
ん
だ
り
、
子
育
て
中
の
方
か
ら
子
育
て
の
体
験
談
を

聞
い
た
り
し
な
が
ら
、
子
育
て
の
大
変
さ
や
楽
し
さ
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

10/30～
11/22

10/29～
11/7

　

10
月
31
日
㈭
、
札
幌
市
白
石
区
役
所
で
登
別
市
と
西

山
製
麺
㈱
、
㈱
ロ
バ
パ
ン
2
社
に
よ
る
『
災
害
時
に
お

け
る
食
糧
供
給
の
協
力
に
関
す
る
協
定
書
締
結
式
』

（
市
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
津
波
想
定
の
見
直
し
に
よ
り
市
街
地

の
多
く
が
被
災
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
津
波
災

害
が
少
な
い
内
陸
部
の
企
業
と
食
糧
供
給
の
協
定
先
を

探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
旧
仙
台
藩
白
石
城
主
の
片
倉
家

に
開
拓
さ
れ
た
地
と
い
う
、
歴
史
的
ゆ
か
り
に
基
づ
き

交
流
し
て
い
る
『
白
石
区
ふ
る
さ
と
会
』
の
仲
介
に
よ

り
実
現
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
食
糧
供
給
の
協
力
に
関
す
る
協
定
書
締
結
式

平
成
25
年
度
地
区
懇
談
会

緑
陽
中
学
校
3
年
生
家
庭
科
保
育
実
習

歴
史
的
な
つ
な
が
り
に
よ
り

白
石
区
ふ
る
さ
と
会
が
橋
渡
し

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
を
展
開

子
ど
も
と
触
れ
合
い
な
が
ら 

子
育
て
を
学
ぶ

▲ 西山製麺㈱、㈱ロバパンと交わした協定書
10
 31
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10
月
5
日
〜
26
日
の
毎
週
土
曜
日
、
『
我
が
街

再
発
見
観
光
市
民
講
座
』
（
登
別
市
観
光
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
推
進
協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
4

日
間
で
計
138
人
の
市
民
が
、
市
内
の
観
光
地
の
視

察
や
湯
の
華
づ
く
り
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
講
座
は
、
こ
と
し
登
別
地
獄
ま
つ
り
が
第
50

回
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、
多
く
の
市
民
に
市
内

の
観
光
資
源
を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
開
催
。

湯
の
華
づ
く
り
で
は
、
湯
の
華
で
木
の
葉
や
鬼
の

顔
な
ど
思
い
思
い
の
形
を
作
り
、
楽
し
み
な
が
ら

市
の
特
産
品
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

我
が
街
再
発
見
観
光
市
民
講
座

あ
ら
た
め
て
登
別
の

観
光
資
源
に
親
し
む

10/5
～26

▲笑顔で湯の華づくりを体験する参加者

　

10
月
29
日
㈫
、
市
民
見
学
会
（
市
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
11
人
の
参
加
者
は

若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
登
別
漁
港
、
登
別
地
獄
谷
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

同
見
学
会
は
、
施
設
の
見
学
な
ど
を
通
し
て
市
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

登
別
漁
港
で
は
、
参
加
者
は
そ
の
広
さ
に
驚
き
な
が
ら
、
清
浄
海
水
を
供
給

す
る
施
設
や
製
氷
・
貯
氷
庫
な
ど
最
新
の
衛
生
管
理
体
制
に
感
心
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
登
別
地
獄
谷
散
策
後
は
、
大
湯
沼
川
の
天
然
足
湯
を
体
験
し
、
楽
し

み
な
が
ら
市
の
擁
す
る
観
光
資
源
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

各
施
設
で
は
市
の
職
員
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明
が
あ
り
、

参
加
者
は
興
味
深
そ
う
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
見
学
会

市
民
見
学
会

10
 29

暮
ら
し
を
支
え
る

施
設
を
巡
る

▲ クリンクルセンター（上）と登別漁港を見学する様子

　

11
月
7
日
㈭
、
市
役
所
で
㈱
大
林
ク
リ
ー
ン
エ

ナ
ジ
ー
と
『
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
災
害
時
に
お

け
る
非
常
用
電
力
の
提
供
』
『
企
業
立
地
』
に
関

す
る
2
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
札
内
町
の
市
有
地
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

8
千
592
枚
を
設
置
し
、
10
月
3
日
㈭
か
ら
発
電
を

開
始
。
災
害
に
伴
う
停
電
が
発
生
し
た
場
合
は
、

防
災
活
動
に
お
け
る
資
機
材
の
充
電
な
ど
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
発
電
所
は
、
観
光
資
源
や
環
境
学
習

の
場
と
し
て
の
活
用
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

災
害
時
電
力
提
供
・
企
業
立
地
協
定
調
印
式

膨
ら
む
期
待

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
始
動

▲ 札内町に設置された太陽光パネル（左上）（一般家庭
560世帯分の電力量）

11
 7
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
11
回

　

冬
に
発
生
す
る
災
害
は
夏
と
は
環
境
が

異
な
る
た
め
、
特
有
の
防
災
対
策
が
必
要

で
す
。
冬
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
今
一
度

考
え
、
適
切
な
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

●
非
常
持
ち
出
し
品
、

　

非
常
備
蓄
品
に
つ
い
て

　

災
害
が
発
生
し
避
難
所
で
生
活
す
る
と

き
や
、
暖
が
取
れ
な
い
状
況
で
自
宅
待
機

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
体
を
温

め
、
体
温
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

非
常
持
ち
出
し
品
、
非
常
備
蓄
品
に
防
寒

具
な
ど
を
追
加
し
て
用
意
し
、
災
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

冬
の
防
災
対
策

●
避
難
経
路
に
つ
い
て

　

冬
は
積
雪
に
よ
っ
て
想
定
し
て
い
た
避

難
経
路
が
ふ
さ
が
れ
た
り
、
避
難
の
妨
げ

と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
避
難
す

る
際
の
危
険
箇
所
が
増
え
、
特
に
高
齢
の

方
は
雪
で
滑
っ
て
転
倒
す
る
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。

　

安
全
か
つ
迅
速
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
の
方
で
積
極
的
に
避
難
経
路
の
除
雪

や
、
冬
季
の
避
難
経
路
の
確
認
を
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
平
常
時
か
ら
滑
り
止
め
の

付
い
た
靴
を
履
き
、
転
倒
を
防
ぐ
な
ど
の

対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

冬
季
に
用
意
し
て
お
く
も
の

•
使
い
切
り
カ
イ
ロ

•
毛
布

• 

ジ
ャ
ン
パ
ー
や
帽
子
、
手
袋
、
厚

手
の
靴
下
な
ど
の
防
寒
具

•
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
と
燃
料

せんたくサークル
　

『
せ
ん
た
く
サ
ー
ク
ル
』
は
、
婦

人
会
活
動
の
一
環
と
し
て
平
成
5
年

に
結
成
し
、
平
成
12
年
に
婦
人
会
か

ら
独
立
し
、
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
在
8
人
の
メ
ン
バ
ー
で
第
2
・

4
火
曜
日
の
9
時
か
ら
12
時
ま
で
、

婦
人
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
回
各
自
が
持
参
し
た
洗
濯
物
を
、

ト
ン
ト
ン
と
軽
妙
な
音
を
立
て
な
が

ら
ブ
ラ
シ
で
洗
い
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

「
ス
ー
ツ
や
ウ
ー
ル
コ
ー
ト
な
ど
、

ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
か
で
き
な

い
と
思
わ
れ
が
ち
な
洗
濯
物
も
、
き

れ
い
に
洗
い
上
が
り
ま
す
よ
」
と
自

信
を
見
せ
る
の
は
、
代
表
の
山や

ま

根ね

満み
つ

枝え

さ
ん
。
長
年
さ
ま
ざ
ま
な
繊
維
を

見
て
き
て
い
る
の
で
、
服
の
素
材
を

見
た
だ
け
で
適
切
な
洗
い
方
か
ら
仕

上
が
り
の
肌
合
い
ま
で
想
像
が
つ
く

そ
う
で
す
。

　

2
年
前
か
ら
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し

て
い
る
高た

か

橋は
し

和か
ず

子こ

さ
ん
は
「
洗
濯
を

す
る
サ
ー
ク
ル
な
ど
聞
い
た
こ
と
が

な
く
、
最
初
は
参
加
を
渋
っ
て
い
ま

し
た
が
、
一
度
見
学
に
来
て
み
る
と

洗
濯
機
で
の
洗
濯
と
は
全
く
違
う
き

れ
い
な
洗
い
上
が
り
に
感
動
し
、
以

来
ず
っ
と
参
加
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
に
は
、
料
理
や
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
、
洗
濯
以
外
の
こ
と
に
一

見
識
あ
る
方
が
多
く
、
ブ
ラ
シ
で
洗

濯
物
を
叩
く
合
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

話
に
花
が
咲
き
ま
す
。

　

高
橋
さ
ん
は
、
自
身
の
経
験
か
ら

「
見
学
し
て
実
際
に
体
験
す
る
と
、

楽
し
さ
が
わ
か
り
ま
す
よ
」
と
言
い

ま
す
。
見
学
を
希
望
す
る
方
は
山
根

さ
ん
（
☎
83
2
7
4
6
）
ま
で
。

▲おしゃべりを楽しみながら洗濯をする皆さん

洗濯機とは全く違う、き
れいな洗い上がり

問
い
合
わ
せ

総
務
グ
ル
ー
プ

（
☎
85
１
１
３
０
）
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▲ 訓練に取り組む女性分団の皆さん

　

「
全
国
47
都
道
府
県
の
代
表
が
集
ま

る
大
会
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、
競
技
で

は
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
り
、
普
段
の
訓

練
の
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
最
高

の
気
持
ち
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
本
山

梨
沙
さ
ん
。

　

競
技
前
、
チ
ー
ム
の
集
中
力
を
高
め

た
の
は
、
あ
る
合
言
葉
で
し
た
。

　

「
競
技
で
は
、
5
人
１
組
で
軽
可
搬

ポ
ン
プ
か
ら
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
、
的
に

向
か
っ
て
放
水
す
る
ま
で
の
時
間
や
動

作
の
機
敏
さ
、
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

私
は
、
チ
ー
ム
の
先
頭
で
放
水
を
始
め

る
号
令
を
出
し
た
り
、
ホ
ー
ス
の
長
さ

を
調
節
し
た
り
す
る
１
番
員
と
呼
ば
れ

る
役
割
を
務
め
ま
し
た
。
競
技
前
に
は
、

分
団
長
の
山や

ま

本も
と

富ふ

美み

子こ

さ
ん
を
中
心
に

『
自
分
を
信
じ
て
、
み
ん
な
を
信
じ
て
、

で
き
る
、
Ｄド

ｏゥ　

Ｍマ

ｙイ　

Ｂベ

ス

ト

ｅ
ｓ
ｔ
』

の
合
言
葉
を
掛
け
合
っ
て
全
員
が
集
中

し
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
思

い
ま
す
」
と
、
本
山
さ
ん
は
振
り
返
り

ま
す
。

　

本
山
さ
ん
が
消
防
団
に
入
団
す
る
き

っ
か
け
は
、
地
域
の
た
め
活
動
す
る
両

親
の
姿
で
し
た
。

　

「
両
親
が
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し

て
い
る
姿
を
幼
い
こ
ろ
か
ら
見
て
き
て
、

自
分
も
い
つ
か
消
防
団
に
入
り
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
活
動
が
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
女
性
分
団
で
は
、
少
し

で
も
防
火
・
防
災
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
幼

稚
園
の
避
難
訓
練
で
、
子
ど
も
た
ち
に

火
の
用
心
を
呼
び
掛
け
る
紙
芝
居
を
し

た
り
、
救
急
救
命
講
習
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
た
り
す
る
ほ
か
、
火
災
が
あ
っ
た
と

き
に
は
す
ぐ
に
現
場
に
駆
け
付
け
、
消

防
署
員
の
後
方
支
援
に
当
た
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
、
何
か
ひ
と
つ
で
も
お

役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
し
、
こ

れ
か
ら
多
く
の
女
性
が
消
防
団
活
動
に

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
本
山
さ
ん
。

　

冬
を
迎
え
、
今
日
も
消
防
団
の
仲
間

と
、
火
の
用
心
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り

訓
練
の
成
果
を
披
露

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い

本
もと

山
やま

梨
り

沙
さ

さん（柏木町）

　10月17日㈭、神奈川県横浜市で開催された
『第21回全国女性消防操法大会』に、登別市
消防団女性分団が北海道代表として初出場し
優良賞を受賞するとともに、団員の本山梨沙
さんが優秀選手賞に輝きました。
　消防団員は、会社員や看護師などの仕事の
傍ら、消防署と連携しながら、火災の消火や
予防啓発をはじめ、大規模災害発生時には、
救助、警戒巡視、避難誘導といったさまざま
な現場で活躍し、市民の安全・安心を守る重
要な役割を担っています。
　本山さんに、消防団活動のきっかけや火災
予防、防災への思いを聞きました。

多くの女性に消防団
活動に参加してほし
い

昭和52年、小樽市生まれ。36歳。
平成10年、結婚を機に登別市に転居。平成15年、登別市消防
団に入団し、仕事の傍ら、女性分団の一員として、消防訓練
や火災予防啓発活動など、女性ならではのきめ細かな視点を
生かした活動を精力的に行う。
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
　

月の粗大ごみ収集１
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）
※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話番号のかけ間違えに十分注意して
ください。

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内）

☎85 2 9 5 8

地　区 収集期間 申込期間

鷲別町 4～ 6丁目 １月 6日㈪～
１月11日㈯

12月16日㈪～
12月27日㈮

登別東町 １月13日㈪～
１月18日㈯

12月24日㈫～
１月10日㈮

大和町、栄町、若山
町

１月20日㈪～
１月25日㈯

１月 6日㈪～
１月17日㈮

新川町 １月27日㈪～
2月１日㈯

１月14日㈫～
１月24日㈮

く
ら
し
と

住
ま
い

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚
160円）』を張って出してください。

　（１回につき 5品まで）

福　

祉

年
金
・
医
療

期
間
は
、
貸
付
日
の
翌
月
１
日
か

ら
12
カ
月
以
内
で
す

申
平
成
26
年
3
月
31
日
㈪
ま
で

※
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
（
住
民

票
・
年
金
受
給
者
証
・
健
康
保
険

証
な
ど
）
の
写
し
と
保
証
人
が
１

人
必
要
で
す
。

問
登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

（
☎
88
0
8
6
0
）

め
忘
れ
た
ま
ま
2
年
を
超
え
る
と
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
平

成
27
年
9
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
に

限
り
、
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
過
去
10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
納
制
度
の
利
用
に
は
、
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
審
査
の
結
果
、
制
度
を
利
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
（
繰

上
げ
受
給
者
を
含
む
）
と
満
65
歳

以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
を
有
し
て
い
る
方
は
、
後

納
制
度
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
室
蘭
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

 

（
☎
㉔
7
1
0
4
）

平
成
25
年
12
月
31
日
以
降
は
『
改
製

原
戸
籍
の
附
票
※
』
が
発
行
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

※
『
戸
籍
の
附
票
』
に
は
、
戸
籍
に

記
載
さ
れ
て
い
る
方
全
員
の
住
所

の
履
歴
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
『
改
製
原
戸
籍
』
と
は
、
戸
籍

デ
ー
タ
化
さ
れ
る
前
の
、
紙
で
管

理
さ
れ
て
い
る
戸
籍
の
こ
と
で
す
。

問
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

 

（
☎
85
1
8
5
5
）

守
っ
て
い
ま
す
か

飼
い
主
の
マ
ナ
ー

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

道
路
の
異
常

12
月
30
日
㈪
を
も
っ
て
、

『
改
製
原
戸
籍
の
附
票
の
写

し
』
の
発
行
を
終
了
し
ま
す

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

特
別
生
活
資
金
（
冬
期
生
活
資
金
）

の
貸
し
付
け
を
行
な
い
ま
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
は
、
散
歩
時
の

フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
責
任
を

も
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）

　

道
路
に
穴
が
あ
い
て
い

る
、
排
水
の
ふ
た
が
壊
れ

て
い
る
な
ど
、
道
路
の
異
常
に
気
が

付
い
た
と
き
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
土
木
Ｇ
（
☎
85
3
2
6
0
・
夜
間

☎
85
2
1
1
1
）

　

市
は
平
成
20
年
10
月
に
、
紙
で
管

理
し
て
い
た
戸
籍
簿
を
デ
ー
タ
化
し
、

戸
籍
デ
ー
タ
へ
と
改
製
し
ま
し
た
。

　

『
戸
籍
の
附
票
※
』
の
保
存
期
間

は
、
住
民
基
本
台
帳
法
第
34
条
で
、

戸
籍
が
除
籍
ま
た
は
改
製
さ
れ
た
日

か
ら
5
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

　

家
庭
ご
み
や
草
木
な
ど
を
野
焼
き

し
た
人
に
は
5
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
野
焼
き
に
は
常
に
火
災
の

危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、
野
焼
き
を

発
見
し
た
と
き
は
、
発
生
日
時
や
場

所
、
煙
の
色
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）

　

通
常
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納

　

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
冬

期
の
生
活
に
必
要
な
灯
油
な
ど
の
購

入
費
と
し
て
、
特
別
生
活
資
金
を
無

利
子
で
貸
し
付
け
し
ま
す
。

対
70
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、
障
が

い
者
世
帯
、
特
定
疾
患
患
者
世
帯

内
貸
付
限
度
額
は
5
万
円
で
、
償
還

時
12
月
20
日
㈮
9
時
〜
12
時
15
分
、

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

所
イ
オ
ン
登
別
店

問
健
康
推
進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）
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計
画
・
税

財
政

雇
用
・
労
働

水
道
事
業
会
計
決
算
審
査
、
財
政
健

全
化
及
び
経
営
健
全
化
審
査
で
す
。

•
審
査
執
行
者　

登
別
市
監
査
委
員

三み

浦う
ら

忠た
だ

夫お

・
山や

ま

口ぐ
ち

賢け
ん

治じ

•
審
査
期
間
6
月
3
日
〜
8
月
19
日

※
決
算
審
査
意
見
書
は
市
役
所
１
階

市
民
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
監
査
委
員
事
務
局

 

（
☎
85
9
2
3
0
）

問
消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

資
金
額
は
、
企
業
3
千
万
円
以
内
、

組
合
5
千
万
円
（
転
貸
の
場
合
は

１
億
円
）
以
内
。
融
資
期
間
は
１

年
以
内
で
、
融
資
利
率
は
各
取
扱

金
融
機
関
の
利
率
で
す

※
取
扱
期
間
は
12
月
27
日
㈮
ま
で
。

問
北
海
道
経
済
部
中
小
企
業
課

 

（
☎
011

－

204

－

5
3
4
6
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

平
成
24
年
度
決
算
審
査
結
果
を

公
表
し
て
い
ま
す

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

危
険
物
取
扱
者
試
験

消
防
設
備
士
試
験

キ
ャ
デ
ィ
ー
養
成
科

受
講
生
選
考
試
験

〜
機
動
職
業
訓
練
〜

ご
利
用
く
だ
さ
い

中
小
企
業
年
末
金
融

自
衛
隊
貸
費
学
生
（
技
術
）

採
用
試
験

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第

4
期
）
の
納
期
限
は
１
月
6
日
㈪
で

す
。

　

納
付
に
は
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問
税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
5
5
）

　

審
査
対
象
は
、
各
会
計
決
算
及
び

土
地
開
発
基
金
の
運
用
状
況
審
査
、

　

国
民
健
康
保
険
税
（
第
7
期
）
、

介
護
保
険
料
（
第
6
期
）
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
（
第
6
期
）
の
納

期
限
は
12
月
25
日
㈬
で
す
。

　

納
付
に
は
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
1
7
7

1
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
85
5

7
2
0
）
、
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

（
☎
85
2
1
3
7
）

時
平
成
26
年
2
月
2
日
㈰

所
苫
小
牧
市

内
甲
種
・
乙
種
（
第
１
〜
6
類
）
・

丙
種

受
付
期
間

•
書
面
申
請
12
月
12
日
㈭
〜
19
日
㈭

•
電
子
申
請
12
月
9
日
㈪
〜
16
日
㈪

※
願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
・

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※
電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
㈶
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
平
成
26
年
2
月
2
日
㈰

所
苫
小
牧
市

内
甲
種
（
第
１
〜
5
類
）
・
乙
種

（
第
１
〜
7
類
）

受
付
期
間

•
書
面
申
請
12
月
12
日
㈭
〜
19
日
㈭

•
電
子
申
請
12
月
9
日
㈪
〜
16
日
㈪

※
願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
・

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※
電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
㈶
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

時
平
成
26
年
１
月
15
日
㈬

所
室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院

対
求
職
中
の
64
歳
以
下
の
方

申
12
月
9
日
㈪
〜
１
月
9
日
㈭
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
（
☎
㉒
8
6
8

9
）

対
道
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
者
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法

に
基
づ
く
組
合

※
遊
興
娯
楽
な
ど
の
一
部
の
業
種
は

除
く
。

内
資
金
使
途
は
運
転
資
金
と
し
、
融

時
平
成
26
年
１
月
25
日
㈯

対
理
工
学
部
・
工
学
部
の
3
・
4
年

次
の
大
学
生
（
卒
業
時
26
歳
未
満
）

ま
た
は
大
学
院
修
士
課
程
在
学
中

（
28
歳
未
満
）
の
方

申
平
成
26
年
１
月
10
日
㈮
ま
で
に
自

衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地

域
事
務
所
（
☎
44
9
5
3
3
）

• 4 月１日から消費税及び地方消費
税の税率が、現行の 5㌫から 8㌫
に引き上げられます。
• １月から白色申告者の記帳・帳簿
などの保存制度の適用が、事業所
得、不動産所得、山林所得を生ず
べき業務を行う全ての方に拡大さ
れます。
※ 詳しくは国税庁ホームページをご
覧いただくか、室蘭税務署にお問
い合わせください。

問室蘭税務署（☎㉒４１５１）

【節電をお願いしたい日時】
12月 9 日㈪～ 3月 7日㈮

16時～21時
※ 土・日曜日、祝日、12月30日㈪～
１月 3日㈮を除く。

問北海道電力㈱室蘭支店
 （☎47 1 1 1 1 ）

室蘭税務署からのお知らせ

北海道電力㈱からのお知らせ

66パーセント以上パーセント以上のの
節電にご協力を節電にご協力を
お願いしますお願いします

15 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ



時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

募　

集

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

無
料
就
職
セ
ミ
ナ
ー

〜
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
ぼ
り
べ
つ
〜

子
ど
も
虐
待
防
止
セ
ミ
ナ
ー

〜
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め 

 

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜

模
範
と
な
る
青
少
年
を

ご
推
薦
く
だ
さ
い

　

経
済
産
業
省
は
、
12
月
31
日
現
在

で
、
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
に
、
そ
の
活
動
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
施
策

の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。

　

12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
統
計
法
に
基
づ
き
、
調
査

内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
総
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
3
0
）

時
12
月
19
日
㈭
13
時
30
分
〜
16
時
30

分
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
『
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
※
』
の
作
成

※
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
は
、
履
歴
シ
ー

ト
や
職
務
経
歴
シ
ー
ト
、
キ
ャ
リ

ア
シ
ー
ト
な
ど
で
構
成
す
る
フ
ァ

イ
ル
で
、
自
分
の
職
業
能
力
や
職

業
意
識
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
上
の
課

題
を
明
確
に
し
、
就
職
活
動
に
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
20
人
（
申
込
順
）

　

北
星
学
園
大
学
教
授
・
栗く

り

山や
ま

隆た
か
し

さ

ん
に
よ
る
子
ど
も
虐
待
防
止
に
つ
い

て
の
講
演
と
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
に

対
し
て
の
関
わ
り
を
み
ん
な
で
考
え

る
参
加
型
の
無
料
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

時
12
月
21
日
㈯
14
時
〜
16
時
（
受
け

付
け
13
時
30
分
〜
）

所
市
民
会
館

問
子
育
て
Ｇ
（
☎
85
5
6
3
4
）

　

登
別
市
青
少
年
問
題
協
議
会
は
、

登
別
市
青
少
年
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

市
内
居
住
の
方
、
職
場
の
長
、
団

体
の
代
表
者
の
方
は
、
郷
土
登
別
市

の
担
い
手
と
し
て
、
豊
か
な
心
と
実

践
力
を
持
ち
、
ほ
か
の
模
範
と
な
る

青
少
年
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

対 申
12
月
16
日
㈪
ま
で
に
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
☎
85
1
4
5
0
）

•
青
少
年
善
行
表
彰　

市
内
居
住
の

28
歳
未
満
で
、
そ
の
活
動
が
ほ
か

の
青
少
年
の
模
範
と
な
る
方

•
青
少
年
団
体
活
動
者
表
彰

①
市
内
居
住
の
28
歳
未
満
で
、
市
内

に
組
織
さ
れ
た
現
在
活
動
を
続
け

て
い
る
青
少
年
団
体
に
3
年
以
上

所
属
し
、
ほ
か
の
青
少
年
団
体
活

動
者
の
模
範
と
な
る
方

②
市
内
に
組
織
さ
れ
て
い
る
5
年
以

上
活
動
を
続
け
て
い
る
青
少
年
団

体
で
、
そ
の
目
的
が
健
全
な
文
化
・

教
養
・
体
育
・
奉
仕
活
動
で
あ
り
、

ほ
か
の
青
少
年
団
体
の
模
範
と
な

る
団
体

•
優
良
勤
労
青
少
年
表
彰　

市
内
居

住
の
28
歳
未
満
で
、
勤
続
年
数
が

3
年
以
上
あ
り
、
日
常
生
活
に
誠

実
・
精
励
で
、
職
務
技
能
の
向
上
、

研
さ
ん
に
努
め
る
な
ど
、
ほ
か
の

青
少
年
の
模
範
と
な
る
方

申
社
会
教
育
Ｇ
備
え
付
け
の
推
薦
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
12
月
25

日
㈬
ま
で
に
同
Ｇ
へ
提
出

※
後
日
、
登
別
市
青
少
年
問
題
協
議

会
が
表
彰
者
を
選
考
し
ま
す
。

問
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
88
1
1
5
4
）

　高校や大学などの入学
時や在学中に掛かる費用
の融資を固定金利で利用
できる、公的融資制度で
す。
　融資限度額は学生１人
につき300万円以内で、
利率は2.35㌫、返済期間
は15年以内です。
※ 融資対象となる学校や
利用できる世帯の年収
など、詳しくはお問い
合わせください。

問  『国の教育ローン』
コールセンター

 （☎0570－008656）

職種 試験区分 受験資格

技術
（土木）
若干名

大学卒業
程　　度 昭和58年 4 月 2 日以降生まれの方

短大卒業
程　　度 昭和63年 4 月 2 日以降生まれの方

高校卒業
程　　度 平成 2年 4月 2日以降生まれの方

※ 市は、『障害者の雇用の促進等に関する法律』の
趣旨を踏まえ、障がい者の雇用の促進に努めてい
ます。受験できる方は、活字印刷文による出題に
対応できる方で、介助者なしで職務の遂行が可能
な方とします。
◎試験日時・場所・内容
• 第１次試験　平成26年１月19日㈰ 9時30分・市役
所（教養、作文、適性試験など）
• 第 2 次試験　 2月下旬予定（日時と場所は合格者
に別途通知します）（面接、健康診断書審査など）
◎申込方法
人事・行政管理Ｇと各支所に備え付け、または市
ホームページ掲載の受験申込書に、必要事項を記
入し、12月25日㈬までに人事・行政管理Ｇに持参
または郵送（当日消印有効、〒059‒8701中央町 6
丁目11）してください。
◎受験申込書の受け付け
•持参の場合　 9時～17時30分（平日のみ）
• 郵送の場合　380円分の切手を貼った返信用封筒
（長形 3号）を必ず同封してください
◎資料請求
試験実施要綱を郵送で請求する場合は、140円分
の切手を貼った返信用封筒（角形 2号）を必ず同
封してください
※詳しくは、試験実施要綱をご確認ください。
問人事・行政管理Ｇ（☎85１１３２）

国の教育ローンの国の教育ローンの
ご案内ご案内

～日本政策金融公庫～

平成26年度採用
登別市職員（土木）を募集します
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困った！
ときにはまず相談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談

1 月18日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター 交通事故や金銭貸借、損害賠

償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員：各 6人

1月10日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

※ 相談日は、通知が届き
次第、本人から弁護士
に電話予約。

担当弁護士事
務所

12月26日㈭までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

12月14日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約など、
官公署に提出する書類など
定員：10人

12月13日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0 ）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センタ
ーまたは登別消
費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

一日行政相談 12月13日㈮
10時～12時

登別郵便局
（JR幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

企画調整Ｇ
（☎85 6 5 8 6 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

12月19日㈭
14時～17時30分

障害福祉グル
ープ 障がいのある方の就労や雇用

12月12日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜納税相
談窓口

12月19日㈭・20日㈮
…20時まで
12月21日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

特設人権・
困りごと相談所

12月 5 日㈭
9時30分～12時30分

市民活動センタ
ー（のぼりん）

人権問題や不動産・金銭・雇
用・いじめ・家族問題など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

キャリアサポート
のぼりべつ
※ 12月29日㈰～ 1月 3
日㈮は休みます。

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練セン

ター
（青葉町） 就職活動などで抱える不安や

悩みなど
登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日（祝日を
除く）10時～16時

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

12月13日㈮・27日㈮
10時～16時

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

　札幌法務局室蘭支局は、相談者を待たせることなく対応するため、予約制を
導入しています。相談をする際は、あらかじめ電話で予約をしてください。
問い合わせ　札幌法務局室蘭支局（☎㉒５１１１）

登記相談に予約制を登記相談に予約制を
導入しています導入しています

17 困った！ときにはまず相談



時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

き
い
き

す
く
す
く
すすすす

子
育
て

いい健 

康

乳幼児健康相談 診査
問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

子
育
て

す
く
す
く

診　査・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所
4カ月児健康診査

（平成25年 8 月16日～
 平成25年 9 月15日生まれ）

1月16日㈭
時間は
個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成25年 3 月生まれ）

1月29日㈬
時間は
個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成24年 6 月生まれ）

1月22日㈬
時間は
個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円） 母子健康手帳、

お子さんの歯
ブラシ

3 歳児健康診査
（平成22年12月生まれ）

1月 9日㈭
時間は
個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

乳幼児健康相談
（事前申込制）

（育児相談を希望する方）

1月31日㈮
9時30分～
10時30分　

発育・発達・育児・栄
養などの相談 母子健康手帳

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

申 

12
月
9
日
㈪
〜
13
日
㈮
に
中
央
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
81
3
7

1
5
）

対 

2
歳
〜
3
歳
11
カ
月
児
と
そ
の
保

護
者

内
雪
遊
び
、
そ
り
遊
び
な
ど

定
20
組
（
申
込
順
）

持 
昼
食
、
飲
み
物
、
着
替
え
、
防
寒

着

定
15
組
（
申
込
順
）

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込
時

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申 

12
月
10
日
㈫
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

1
5
）

時 

１
月
21
日
㈫
9
時
30
分
〜
12
時
30

分
所
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

時 

１
月
8
日
㈬
・
9
日
㈭
10
時
〜
12

時
30
分

所
し
ん
た
21

対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

※
4
年
生
以
上
は
１
人
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

内 

に
ん
じ
ん
お
に
ぎ
り
、
ど
さ
ん
こ

汁
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ボ
ー
ル

定
各
30
人
（
申
込
順
）

費
１
人
300
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
上
履
き

申 

12
月
27
日
㈮
ま
で
に
登
別
市
食
生

活
改
善
推
進
員
協
議
会
・
渡
辺
さ

ん
（
☎
86
2
7
5
5
）

時
対

•
0
歳
児
グ
ル
ー
プ

１
月
28
日
〜
3
月
4
日
の
毎
週
火

曜
日
（
全
5
回
）
・
10
カ
月
〜
１

歳
2
カ
月
児
と
そ
の
保
護
者

•
１
歳
児
グ
ル
ー
プ

１
月
30
日
〜
2
月
27
日
の
毎
週
木

曜
日
（
全
5
回
）
・
１
歳
6
カ
月

〜
2
歳
5
カ
月
児
と
そ
の
保
護
者

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

内 

手
遊
び
、
運
動
遊
び
、
体
操
、
絵

本
、
製
作
、
雪
遊
び
な
ど

定
各
10
組
（
申
込
順
）　

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

申 

12
月
16
日
㈪
〜
20
日
㈮
に
中
央
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
81
3
7

時
12
月
7
日
㈯
10
時
30
分
〜
12
時

所
亀
田
記
念
公
園

対
子
育
て
中
の
方

内 

森
で
お
茶
会
を
し
な
が
ら
、
冬
遊

び
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
す

定
15
人
（
申
込
順
）

費
200
円

持
マ
イ
カ
ッ
プ

申 

12
月
6
日
㈮
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－
0
8
6
5
）

時
12
月
11
日
㈬
10
時
〜
12
時

所
亀
田
記
念
公
園
集
合

対 

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
を
支
援

し
て
い
る
指
導
者

内 

カ
フ
ェ
を
経
営
し
な
が
ら
地
域
活

動
も
行
っ
て
い
る
、
お
母
さ
ん
起

業
家
の
話
を
聞
き
ま
す

子
育
て
講
座

『
雪
と
あ
そ
ぼ
う
』

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

作
り
ま
せ
ん
か

〜
食
育
親
子
料
理
教
室
〜

あ
そ
び
の
広
場

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

18 すくすく子育て　いきいき健康



健
　
　
康

い
き
い
き

 

（
☎
81
3
7
1
5
）

受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

内• 

必
須
項
目　

身
体
・
血
圧
・
視
力
・

聴
力
測
定
、
尿
・
血
液
（
血
糖
、

脂
質
、
肝
・
腎
機
能
、
貧
血
）
検

査
、
心
電
図
、
眼
底
、
大
腸
が
ん

検
診
（
便
潜
血
）
、
肺
が
ん
検
診

• 

選
択
項
目　

胃
が
ん
検
診
（
バ
リ

ウ
ム
）
、
前
立
腺
が
ん
検
診
（
50

歳
以
上
の
男
性
で
治
療
中
で
な
い

方
）

費
１
千
円
（
選
択
項
目
は
無
料
）

※
保
険
税
（
料
）
の
滞
納
が
あ
る
方

は
、
検
査
料
金
が
異
な
り
ま
す
。

持
特
定
健
診
・
健
康
診
査
の
受
診
券

申 

12
月
6
日
㈮
〜
１
月
31
日
㈮
に
国

民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
1
7
7
1
）

ま
た
は
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ
（
☎

85
2
1
3
7
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

時
所

•
12
月
4
日
㈬
鷲
別
公
民
館

•
12
月
11
日
㈬
若
草
児
童
ク
ラ
ブ

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

持
上
履
き
（
子
ど
も
、
保
護
者
と
も
）

※
両
会
場
と
も
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
81
3
7
1
5
）

　

仕
事
で
忙
し
い
お
父
さ
ん
、
親
子

の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

時
12
月
21
日
㈯
10
時
〜
12
時

所
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
未
就
学
児
と
そ
の
お
父
さ
ん

内 

絵
本
や
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

ホ
ー
ル
遊
び
、
製
作
な
ど

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 
（
☎
80
2
7
7
2
）

時
所

•
2
月
25
日
㈫
婦
人
セ
ン
タ
ー

•
2
月
26
日
㈬
鷲
別
公
民
館

•
2
月
27
日
㈭
市
民
会
館

•
2
月
28
日
㈮
鷲
別
公
民
館

対 

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方

※
特
定
健
診
・
健
康
診
査
、
短
期
人

間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
と
の
重
複　

時
所

• 

12
月
5
日
㈭
鷲
別
・
栄
町
・
富
士

各
保
育
所

• 

12
月
11
日
㈬
幌
別
東
・
登
別
各
保

育
所

※
時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
30
分
〜
11

時
。

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

持 

上
履
き
（
子
ど
も
、
保
護
者
と
も

　

着
替
え

※
戸
外
で
遊
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

）、

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

保
育
所
を
開
放
し
ま
す

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

千
円
ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
せ
ん
か

問室蘭歯科医師会
（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話

12月 1 日㈰
9時～11時

早川歯科 （☎858850）
登別市富士町 6丁目20－ 1

12月 8 日㈰
9時～11時

森歯科クリニック （☎550118）
室蘭市港北町 2丁目 5－18

12月15日㈰
9時～11時

山本歯科医院 （☎451677）
室蘭市知利別町 2丁目26－１

12月22日㈰
9時～11時

横山歯科医院 （☎㉒2394）
室蘭市母恋北町 2丁目 3－16

12月23日㈪
9時～11時

高橋歯科クリニック （☎592200）
室蘭市白鳥台 4丁目20－ 4

12月29日㈰
9時～11時

高砂公園歯科 （☎432118）
室蘭市高砂町 2丁目１－21

12月31日㈫
9時～11時

三愛病院歯科 （☎831111）
登別市中登別町24－12

12月の歯科救急医療冬冬 問健康推進Ｇ（☎850100）
◎インフルエンザ
•帰宅時、うがいや手洗いをする
•部屋の湿度を50～60㌫に保つ
• 十分な休養とバランスの良い栄
養をとる
•人混みへの外出を控える
•外出時にはマスクを着用する
•予防接種を受ける
◎ノロウィルス
　感染力が強く、吐き気やおう吐、
下痢、腹痛が１・ 2日続き、回復
後も数週間、ふん便の中にウィル
スの排せつが続くことがあります。
•しっかりと手を洗う
•食品などは十分に加熱する
• ふん便やおう吐物の処理には使
い捨てのマスクと手袋を着用す
る
• おう吐物で汚れた床は、漂白剤
を含ませた布で浸すように拭き、
じゅうたんなどは、85度で１分
以上スチームアイロンをかける

に流行する病気を予防しましょう
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

１２
月
号

　

登
別
市
文
化
協
会
の
加
盟
31
団
体

が
一
堂
に
会
し
て
、
書
道
、
華
道
、

魚
拓
、
川
柳
な
ど
の
成
果
発
表
・
作

品
展
示
を
行
い
ま
す
。
そ
ば
の
販
売

も
行
わ
れ
る
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

民
謡
、
詩
吟
、
大
正
琴
、
舞
踊
な
ど

の
発
表
が
あ
り
、
幕
間
に
は
登
別
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
よ
る
体
操

も
行
わ
れ
ま
す
。

時
12
月
8
日
㈰
10
時
〜
15
時

費
１
千
円
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

問
同
協
会
（
☎
85
8
8
8
6
）

　

『
小
・
中
学
生
の
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
及
び
読
書
感
想
画
コ
ン

　

正
月
の
花
を
生
け
ま
す
。

時
12
月
26
日
㈭
10
時
30
分
〜
12
時

対
小
学
生
以
上
の
方
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

定
30
人
（
申
込
順
）

費
１
千
500
円

持
は
さ
み
、
手
拭
い
、
花
器
、
剣
山

申
12
月
20
日
㈮
ま
で
に
市
民
活
動
セ

　

粘
土
で
花
瓶
な
ど
を
作
り
ま
す
。

時
12
月
21
日
㈯
10
時
〜
12
時

定
費
20
人
（
申
込
順
）
・
１
千
円

持
手
拭
い

申
12
月
18
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

　

色
々
な
葉
で
絵
を
描
き
ま
す
。

時
12
月
19
日
㈭
10
時
〜
12
時

定
費
10
人
（
申
込
順
）
・
１
千
円

持
は
さ
み
、
手
拭
い

申
12
月
16
日
㈪
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

　

楽
し
く
粋
な
江
戸
芸
で
す
。

時
12
月
16
日
㈪
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
定
15
人
（
申
込
順
）

　

楷
書
や
行
書
を
学
び
ま
す
。

時
12
月
13
日
㈮
10
時
〜
12
時

定
15
人
（
申
込
順
）

持
す
ず
り
、
墨
液
、
筆
（
大
小
）
、

文
鎮
、
下
敷
き
、
半
紙
、
新
聞
紙

申
12
月
10
日
㈫
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

読
書
感
想
文
・
画
コ
ン
ク
ー
ル

 

入
選
者
表
彰
式

華
道
教
室

陶
芸
教
室

葉
画
教
室

か
っ
ぽ
れ
踊
り

初
心
者
書
道
教
室

第
3
回

文
協
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

登
別
市
緑
町
１
丁
目
１
番
地
4

☎
83
6
8
6
6

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

 

『
の
ぼ
り
ん
』

登
別
市
富
士
町
7
丁
目
33
番
地
１

☎
88
1
1
3
9

市
民
会
館

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

　

色
画
用
紙
で
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
を
作
り
ま
す
。

時
12
月
14
日
㈯
10
時
30
分

対
定
年
長
児
〜
小
学
生
・
15
人
（
申

込
順
）

申
12
月
7
日
㈯
ま
で
に
市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

ク
リ
ス
マ
ス
工
作

ロ
ビ
ー
展
示

『
小
・
中
学
生
の
読
書
感
想
画

 

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
』

登
別
市
中
央
町
5
丁
目
21
番
地
１

☎
85
4
3
2
4

市
立
図
書
館

ク
ー
ル
』
入
選
者
の
表
彰
式
を
行
い

ま
す
。

時
12
月
7
日
㈯
10
時
30
分

問
市
立
図
書
館
（
☎
85
4
3
2
4
）

持
動
き
や
す
い
服
装
、
日
本
手
拭
い

申
12
月
13
日
㈮
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

時
12
月
14
日
㈯
ま
で

問
市
立
図
書
館

平成26年登別市成人祭平成26年登別市成人祭
1 月12日㈰　13時～
※ 12時から受け付けを開始しま
す。

場所　市民会館
対 象　登別市に住民登録のある、
平成 5年 4月 2日～平成 6年
4月 1日生まれの方

※ 成人の日は１月第 2月曜日ですが、登別市では、例年、前
日の日曜日に実施しています。お間違えのないようご注意
ください。

※対象者には12月に案内状を郵送します。
※市外に住民票がある方もご連絡いただければ出席できます。
※ 駐車スペースに限りがありますので、公共交通機関や乗り
合わせでご来場ください。

問い合わせ　社会教育グループ（☎88１１５４）
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ザ・ビートルズ・クラシックス
～ 1966 カルテット～

日時　2月15日土　開場18時　開演18時30分
場所　市民会館
入場券　　　一般　前売券 2,000円　当日券 2,500円
（全席自由）　学生　前売券 1,000円　当日券 1,500円
※未就学児は入場できません。

問い合わせ　文化・スポーツ振興財団（☎88１１１６）
※駐車場の混雑が予想されます。当日は公共交通機関で
　お越しください。

入場券販売所
12月17日㈫から市民会館、鷲別
公民館、市役所母子会売店、川
西燃料店、アーニス、ぎんやレ
コード、エルム楽器室蘭店

　

雪
が
降
り
始
め
る
こ
の
季
節
、
植

物
た
ち
は
ど
う
や
っ
て
冬
を
乗
り
切

る
の
か
。
植
物
た
ち
の
知
恵
を
見
つ

け
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

時
12
月
8
日
㈰
10
時
〜
12
時

定
費
10
人
（
申
込
順
）
・
100
円

※ 

小
学
2
年
生
以
下
の
方
は
保
護
者

同
伴
。

持
帽
子
、
防
寒
着

申
12
月
7
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

物
作
り
体
験
と
料
理
作
り
体
験
を

丸
ご
と
楽
し
む
１
日
で
す
。
初
め
て

の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

時
12
月
8
日
㈰
10
時
〜
15
時

対
定
費
小
学
4
年
生
〜
中
学
１
年
生
・

15
人
（
申
込
順
）
・
500
円

持
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
飲
み
物
、

軍
手
、
昼
食
、
防
寒
着
、
帽
子

ホ
リ
デ
ー
た
ん
け
ん

〜
週
末
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
〜

『
植
物
の
知
恵
ア
レ
コ
レ
♪
』

山
の
学
校
『
昔
遊
び
道
具
×

山
の
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
ろ
う
』

登
別
市
鉱
山
町
8
番
地
3

☎
85
2
5
6
9

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

　

木
の
鍋
敷
き
と
ス
ス
キ
を
使
っ
た

卓
上
ほ
う
き
を
作
り
、
冬
の
食
卓
を

彩
り
ま
す
。

時
12
月
21
日
㈯
10
時
〜
15
時

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
10
人
（
申

込
順
）
・
500
円

持
昼
食
、
飲
み
物
、
軍
手
、
汚
れ
て

も
い
い
服
装

申
12
月
20
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

　

里
山
の
整
備
を
し
た
後
、
手
作
り

の
炭
で
お
や
つ
を
作
り
ま
す
。

時
12
月
21
日
㈯
10
時
〜
13
時

定
費
30
人
（
申
込
順
）
・
200
円
（
小

学
生
以
下
100
円
）

持
昼
食
、
飲
み
物
、
軍
手
、
タ
オ
ル

申
12
月
20
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

親
と
子
に
分
か
れ
て
、
物
づ
く
り

を
体
験
す
る
１
日
で
す
。
自
分
だ
け

の
作
品
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

時
12
月
7
日
㈯
12
時
30
分
〜
15
時

内
子
ど
も
：
お
正
月
用
た
こ
作
り
、

大
人
：
木
工
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

対
費
5
歳
〜
小
学
2
年
生
の
方
と
そ

の
保
護
者
・
200
円

持
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
飲
み
物
、

軍
手

申
12
月
4
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

お
と
な
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
④

里
山
づ
く
り
の
日

森
ン
子
く
ら
ぶ

登
別
市
幸
町
１
丁
目
5
番
地
2

☎
85
5
5
8
8

市
民
プ
ー
ル『
ら
く
あ
』

　

職
員
が
館
内
を
案
内
す
る
ほ
か
、

利
用
者
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
上

手
な
検
索
の
仕
方
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。

時
12
月
28
日
㈯
15
時

問
市
立
図
書
館

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居
を

楽
し
み
ま
す
。

時
12
月
21
日
㈯
13
時
30
分

対
幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

問
市
立
図
書
館

　

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
を
楽
し
み
ま

す
。

時
12
月
18
日
㈬
10
時
30
分

対
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
市
立
図
書
館

　

毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
12
月

27
日
㈮
）
。

　

12
月
8
日
㈰
は
水
泳
大
会
開
催
の

た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。
プ
ー
ル
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
も
終
日
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

問
市
民
プ
ー
ル

お
は
な
し
ぽ
け
っ
と

お
は
な
し
く
れ
よ
ん

休
館
情
報

臨
時
休
館
情
報

図
書
館
ツ
ア
ー
と

 

利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

申
12
月
5
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

問
市
立
図
書
館
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

対
定
費
小
学
生
以
上
の
方
（
小
学
3

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
・
20

人
（
申
込
順
）
・
200
円

申
12
月
3
日
㈫
〜
14
日
㈯
に
郷
土
資

料
館
（
☎
88
1
3
3
9
）

時
12
月
22
日
㈰
12
時
30
分
〜
17
時
30

分
定
費
40
人
（
申
込
順
）
・
300
円
（
キ

ャ
ン
ド
ル
作
り
希
望
者
の
み
）

持
野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
と
靴
、

防
寒
着
、
防
寒
具

申
12
月
21
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

た
き
火
や
山
道
具
を
使
っ
て
の
野

外
調
理
を
楽
し
み
ま
す
。
ダ
ッ
チ

オ
ー
ブ
ン
も
使
い
ま
す
。

時
12
月
18
日
㈬
12
時
〜
14
時

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
15
人
（
申

込
順
）
・
800
円

持
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
防
寒
着
、

軍
手

申
12
月
17
日
㈫
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

冬
の
森
か
ら
の
材
料
で
正
月
飾
り

を
作
っ
て
、
み
ん
な
で
元
気
い
っ
ぱ

い
餅
つ
き
を
し
ま
す
。

時
12
月
15
日
㈰
10
時
〜
14
時

対
費
3
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
そ
の

家
族
・
200
円

持
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
飲
み
物
、

昼
食

申
12
月
12
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

冬
の
遊
び
場
の
準
備
や
施
設
周
辺

の
冬
支
度
な
ど
、
楽
し
い
鉱
山
の
冬

を
迎
え
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
冬
の

用
意
を
し
ま
す
。

時
12
月
14
日
㈯
10
時
〜
15
時

対
費
小
学
生
・
200
円

持
防
寒
着
、
着
替
え
、
昼
食
、
飲
み

物
、
軍
手
、
タ
オ
ル

申
12
月
11
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

秋
か
ら
冬
に
変
わ
り
ゆ
く
季
節
を

感
じ
な
が
ら
、
鉱
山
の
歴
史
を
た

ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
12
月
17
日
㈫
10
時
〜
12
時

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
20
人
（
申

込
順
）
・
100
円

持
帽
子
、
防
寒
着

申
12
月
15
日
㈰
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

た
ま
に
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ

『
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
』

森
の
よ
う
ち
え
ん

 

『
元
気
も
り
森
も
ち
つ
き
』

な
が
ぐ
つ
レ
ン
ジ
ャ
ー

 
『
鉱
山
冬
支
度
』

ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
た
ん
け
ん

〜
平
日
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
〜

 

『
鉱
山
歴
史
め
ぐ
り
』

登
別
市
鉱
山
町
8
番
地
3

☎
85
2
5
6
9

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

　

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

『
コ
ー
ザ
ン
・
Ｘク

リ
ス
マ
ス

ｍ
ａ
ｓ
ナ
イ
ト
』

登
別
市
片
倉
町
6
丁
目
27
番
地
2

☎
88
1
3
3
9

郷
土
資
料
館

　

の
こ
ぎ
り
や
か
な
づ
ち
を
使
っ
て
、

木
の
本
立
て
を
作
り
ま
す
。

時
１
月
9
日
㈭
10
時
〜
12
時

対
定
費
小
・
中
学
生
（
小
学
3
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
・
15
人

（
申
込
順
）
・
300
円

申
12
月
11
日
㈬
〜
27
日
㈮
に
郷
土
資

料
館
（
☎
88
1
3
3
9
）

　

み
ん
な
で
餅
を
つ
い
た
り
、
ふ
る

さ
と
か
る
た
取
り
で
遊
ん
だ
り
し
ま

す
。

時
12
月
21
日
㈯
10
時
〜
12
時

　

自
然
素
材
で
作
る
、
自
由
工
作
で

す
。
写
真
立
て
な
ど
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

時
１
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時

対
定
費
小
・
中
学
生
（
小
学
3
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
・
30
人

（
申
込
順
）
・
300
円

申
12
月
11
日
㈬
〜
27
日
㈮
に
郷
土
資

料
館
（
☎
88
1
3
3
9
）

冬
休
み
工
作
教
室
『
本
立
て
』

お
餅
つ
き
と
郷
土
カ
ル
タ
取
り

冬
休
み
工
作
教
室
『
写
真
立
て
』

そ
の
他

　

独
自
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
ク

リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
の
作
品
を
作
り

ま
す
。

時
12
月
7
日
㈯
10
時
〜
14
時

所
と
も
か
な

費
１
千
200
円
〜
（
作
る
物
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）

申
12
月
6
日
㈮
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
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ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

時
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
10
時
〜
12

時
所
老
人
憩
の
家
『
静
和
園
』

費
100
円
（
暖
房
使
用
時
は
150
円
）

問
同
町
内
会
・
本
多
さ
ん

 

（
☎
85
5
5
9
6
）

申
同
連
盟
事
務
局
・
佐
藤
さ
ん

 

（
☎
0
1
4
2
82
3
9
7
7
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
特
集
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

時
12
月
14
日
㈯
10
時
〜
15
時

所
ブ
テ
ィ
ッ
ク
花

問
藤
井
さ
ん

（
☎
090

－

7
5
1
1

－

0
2
3
4
）

　

中
央
新
生
町
内
会
は
、
高
齢
者
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
・
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
・
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

時
１
月
12
日
〜
2
月
9
日
の
日
曜
日

（
全
5
回
）

所
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場

対
定
費
小
学
生
以
上
の
ス
キ
ー
経
験

者
・
20
人
（
申
込
順
）
・
１
万
5

千
円
（
小
・
中
学
生
は
１
万
円
）

申
同
連
盟
事
務
局
・
佐
藤
さ
ん

 

（
☎
0
1
4
2
82
3
9
7
7
）

時
１
月
11
日
〜
2
月
8
日
の
土
曜
日

（
全
5
回
）

所
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場

対
定
費
小
学
生
以
上
の
ス
キ
ー
経
験

者
・
20
人
（
申
込
順
）
・
１
万
5

千
円
（
小
・
中
学
生
は
１
万
円
）

申
同
連
盟
事
務
局
・
佐
藤
さ
ん

 

（
☎
0
1
4
2
82
3
9
7
7
）

時
１
月
2
日
㈭
〜
4
日
㈯

所
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場

対
定
費
①
高
校
生
以
上
の
方
：
10
人

（
申
込
順
）
・
9
千
円
、
②
小
・

中
学
生
：
30
人
（
申
込
順
）
・
6

千
円

※
別
途
リ
フ
ト
代
が
掛
か
り
ま
す
。

※
ス
キ
ー
経
験
者
が
対
象
で
す
。

手
作
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

 

『
Ｃチ

ャ

オ

ｉ
ａ
ｏ
』

体
を
動
か
し
て

 

寒
い
冬
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う

日
曜
サ
ン
デ
ー
教
室

〜
登
別
ス
キ
ー
連
盟
〜

土
曜
サ
タ
デ
ー
教
室

〜
登
別
ス
キ
ー
連
盟
〜

正
月
3
日
間
コ
ー
ス

〜
登
別
ス
キ
ー
連
盟
〜

　

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
友
達
の
輪

を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

時
12
月
16
日
㈪
12
時
〜
14
時

所
と
も
か
な

定
費
6
人
（
申
込
順
）
・
800
円
〜

（
注
文
す
る
物
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
）

申
12
月
13
日
㈮
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

　

料
理
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
、
夕

食
の
お
か
ず
と
酒
の
さ
か
な
を
作
り

ま
す
。
作
っ
た
料
理
を
2
人
分
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
12
月
21
日
㈯
15
時
〜
17
時

所
と
も
か
な

対
定
費
男
性
・
6
人
（
申
込
順
）
・

１
千
円

申
12
月
19
日
㈭
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

大
人
の
ラ
ン
チ
会

男
の
料
理
教
室

日時　 1月 1日㈬
　　　11時15分～12時
場所　泉源公園
問い合わせ　登別観光協会
　　　　　　（☎84３３１１）

年の初めにふさわしく家内安全、夫婦円満、子宝安産を祈願して、笛・
太鼓の音頭で若手 4人組が『子宝もちつき舞』を披露します。

泉源公園イルミネーション泉源公園イルミネーション
　登別地獄まつりの50周年を記念し
て設置された巨大金棒のある泉源公
園をイルミネーションで彩ります。
日時　 3月31日㈪まで
　　　日没～23時
場所　泉源公園

問い合わせ　登別観光協会（☎84３３１１）
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

そ
の
他

　

室
蘭
工
業
大
学
附
属
図
書
館
で
与

え
ら
れ
た
テ
ー
マ
の
本
を
探
し
、
そ

の
本
に
つ
い
て
聴
衆
の
前
で
発
表
し

ま
す
。

時
１
月
9
日
㈭
10
時
〜
16
時

所
同
大
学
附
属
図
書
館

対
定
中
学
生
〜
高
校
生
・
10
人
（
抽

選
）

※
保
護
者
の
同
伴
可
。

申
12
月
2
日
㈪
〜
13
日
㈮
に
室
蘭
工

業
大
学
地
域
連
携
推
進
Ｇ
備
え
付

け
、
ま
た
は
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
同
大
学
地
域
連
携
推

進
Ｇ
（
〒
050

－

8
5
8
5
室
蘭
市

水
元
町
27

－

１
）

問
同
大
学
地
域
連
携
推
進
Ｇ

 

（
☎
46
5
0
2
3
）

　

冬
シ
ー
ズ
ン
の
大
人
の
遊
び
を
提

案
し
ま
す
。
雪
で
遊
ぶ
道
具
、
装
備

な
ど
を
紹
介
し
、
お
話
会
を
楽
し
み

ま
す
。

時
12
月
7
日
㈯
13
時
〜
15
時

時
12
月
29
日
㈰
11
時
〜
12
時

所
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場

対
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
１
級
取
得
者
で
、

20
歳
以
上
の
方

問
登
別
ス
キ
ー
連
盟
・
山
田
さ
ん

 

（
☎
85
4
8
8
3
）

　

土
手
を
歩
き
な
が
ら
白
鳥
や
カ
モ

類
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
な
ど
を
観
察
し
ま

す
。

時
12
月
15
日
㈰
10
時
〜
11
時
30
分

所
幌
別
川
白
鳥
テ
ラ
ス

申
自
然
愛
好
グ
ル
ー
プ
ヨ
シ
キ
リ
の

会
・
伴
野
さ
ん
（
☎
85
7
5
1
5
）

図
書
館
ク
エ
ス
ト
×

 

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

ふ
わ
っ
と
雪
カ
フ
ェ

 

〜
冬
道
具
講
座

イ
ンin
鈴
木
旅
館
〜

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
準
指
導
員

 

受
験
説
明
会

幌
別
川
に

 

冬
鳥
た
ち
が
や
っ
て
来
た

　

小
さ
な
原
図
を
拡
大
し
て
体
育
館

一
面
に
地
上
絵
を
描
き
ま
す
。
参
加

者
全
員
で
ひ
と
つ
の
絵
を
作
成
し
ま

す
。

時
１
月
9
日
㈭
13
時
〜
16
時

所
室
蘭
工
業
大
学
体
育
館

対
定
小
学
3
〜
6
年
生
・
20
人
（
抽

選
）

　

シ
ク
ラ
メ
ン
や
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
な

ど
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
寄
せ
植
え
を
作

り
ま
す
。

時
12
月
20
日
㈮
13
時
〜
15
時

所
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

定
費
20
人
（
申
込
順
）
・
2
千
円

持
薄
手
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
剪
定
ば
さ

み
、
筆
記
用
具

申
12
月
9
日
㈪
〜
13
日
㈮
に
環
境
対

策
Ｇ
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・

☎
85
2
9
5
8
）

巨
大
地
上
絵
を
つ
く
ろ
う

冬
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

所
鈴
木
旅
館
（
カ
ル
ル
ス
町
）

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
15
人
（
申

込
順
）
・
800
円

持
タ
オ
ル
、
着
替
え
（
別
料
金
で
の

入
浴
を
希
望
す
る
方
の
み
）

申
12
月
4
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

※
保
護
者
の
同
伴
可
。

申
12
月
2
日
㈪
〜
13
日
㈮
に
室
蘭
工

業
大
学
地
域
連
携
推
進
Ｇ
備
え
付

け
、
ま
た
は
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
同
大
学
地
域
連
携
推

進
Ｇ
（
〒
050

－

8
5
8
5
室
蘭
市

水
元
町
27

－

１
）

問
同
大
学
地
域
連
携
推
進
Ｇ

 

（
☎
46
5
0
2
3
）

リ
サ
イ
ク
ル
工
作
ビ
ッ
ク
リ
ー
ナ
ー

時
①
12
月
22
日
㈰
、
②
12
月
23
日
㈪
、

③
１
月
8
日
㈬
10
時
30
分
〜
12
時

対
定
小
学
１
・
2
年
生
・
各
日
8
人

（
抽
選
）

金
属
探
知
機
で
宝
を
探
そ
う

時
①
１
月
8
日
㈬
13
時
30
分
〜
14
時

30
分
、
②
１
月
9
日
㈭
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

対
定
小
学
3
〜
6
年
生
・
各
日
8
人

（
抽
選
）

ゆ
け
!!
ぼ
く
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
！

時
①
12
月
22
日
㈰
、
②
12
月
23
日
㈪
、

③
１
月
9
日
㈭
13
時
30
分
〜
15
時

30
分

対
定
小
学
3
年
生
〜
中
学
生
・
各
日

8
人
（
抽
選
）

所
室
蘭
工
業
大
学
大
学
会
館

申
12
月
11
日
㈬
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

学
校
名
、
学
年
、
連
絡
先
、
イ
ベ

ン
ト
名
を
明
記
の
上
、
持
参
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（ra_

ap
p
ly@
m
m
m
.m
u
roran

‒it.ac.jp

）
で
室
蘭
工
業
大
学

ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ

問
同
ア
リ
ー
ナ
（
☎
思
83
5
6
5
0
）

ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ
行
事
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◎ 

地
域
懇
談
会

　

11
月
5
日
㈫
〜
9
日
㈯
に
か
け

て
、
青
森
・
函
館
・
札
幌
・
登
別

で
在
校
生
の
保
護
者
と
の
地
域
懇

談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
10
月
に

は
旭
川
・
北
見
・
釧
路
・
帯
広
で

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

直
接
お
話
す
る
機
会
が
少
な
い

遠
方
の
保
護
者
に
は
好
評
の
懇
談

会
で
す
。
学
生
の
普
段
の
様
子
や

成
績
、
就

職
活
動
、

部
活
動
・

課
外
活
動

の
こ
と
な

ど
を
、
指

導
し
て
い

る
教
員
か

ら
直
接
伝

え
ま
し
た
。

12
月
の
体
験
入
学

• 

7
日
㈯
・
21
日
㈯　

11
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

入
学
広
報
室

 
（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ　

☎
88
0
8
8
8

ダンスサークルひまわり

登別スキー連盟・ジュニアレーシング

　社交ダンスを楽しみませんか。
●活動日　毎週土曜日　10時～12時
●場所　労働福祉センター
●会費　月額500円
●問い合わせ　戸谷さん（☎090－7510－7907）

　基礎からアルペン競技を中心としたスキークラブです。小学生以上
の会員を募集します。
●活動日　12月下旬～ 3月下旬の土・日曜日、祝日、年末年始
●場所　サンライバスキー場
●会費　15,000円（保険料を含む・リフト代別途）
●問い合わせ　杉本さん（☎86１９４４）（19時～21時）

会 員 募 集

キ
ツ
ツ
キ

今
年
の
秋
は
例
年
よ
り
雨
が
多

く
降
り
ま
し
た
が
、
最
近
天
気
が

良
く
な
り
散
歩
を
し
て
い
ま
し
た
。

11
月
2
日
の
午
後
、
い
つ
も
の

よ
う
に
近
所
を
歩
い
て
い
る
と
、

ナ
ナ
カ
マ
ド
の
枯
れ
た
枝
に
小
鳥

が
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
よ
く

見
る
と
、
な
ん
と
キ
ツ
ツ
キ
が
一

生
懸
命
餌
を
探
し
て
い
る
の
で
す
。

私
が
す
ぐ
そ
ば
に
い
る
の
も
、
車

が
頻
繁
に
往
来
す
る
の
も
気
に
し

な
い
様
子
で
し
た
。
き
っ
と
普
段

か
ら
餌
を
探
し
に
街
中
に
来
て
い

る
の
で
し
ょ
う
ね
。

実
物
を
間
近
に
見
た
の
で
と
て

も
ラ
ッ
キ
ー
な
日
で
し
た
。
キ
ツ

ツ
キ
さ
ん
、
頑
張
っ
て
ね
。

 
（
富
士
町　

女
性
）

企
画
調
整
グ
ル
ー
プ

〒
059－

8
7
0
1
中
央
町
6
丁
目
11

思
85
1
1
0
8

Ｅ
メ
ー
ル
：

pr@
city.noboribetsu.lg.jp

楽
し
か
っ
た
こ
と
、
悲
し
か
っ
た

こ
と
、
市
へ
の
意
見
な
ど
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
基
礎
知
識

や
当
事
者
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
、
当
事
者
に
身
近
な
方

向
け
の
学
習
会
で
す
。

時
12
月
18
日
㈬
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
ひ
き
こ
も
り
学
習
会

所
胆
振
総
合
振
興
局

内
講
義
『
成
人
期
に
お
け
る
ひ
き
こ

も
り
の
基
礎
理
解
と
対
応
に
つ
い

て
』
、
意
見
交
換

対
ひ
き
こ
も
り
問
題
を
抱
え
る
家
族
、

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
関
心
の
あ
る

方
申
12
月
11
日
㈬
ま
で
に
室
蘭
保
健
所

 

（
☎
㉔
9
8
4
7
）
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今月の新着図書
市立図書館
☎854324

※ 図書館では、毎月購入している本の全リストを
差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10：00～16：00

※12月27日㈮～１月3日㈮は年末年始のため休みます。
※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度お申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝

発見

ゆずります（売ります）
●五月人形（ガラスケース入り）●ひな人形（１段飾り・屏風台付き）
●ひな人形（ガラスケース入り）●冷風扇（40×40×100㎝）●電子オル
ガン●ランドセル（黒）●ひな人形（ 7段）●石炭塊の置物（20×20×60
㎝）●車内用ハンガー●ベビー用風呂椅子●電子ピアノ●マージャンパイ
●水筒（500㍉㍑）●ピアノ●夏タイヤ（215/40Ｒ17）●室内用運動器具
●介護用ベッド●下駄箱●ベビーベッド●室内用歩行訓練器●壁掛けガス
給湯器●18㍑ポリタンク（10個）●座卓（120×75㎝）●ＦＦ式ストーブ
（60×30×63㎝）●琴●ガーデニング用イルミネーション（ 8㍍、青色）
●鳥籠（室内用）●介護用尿取りパッド（20～30枚入、14袋）●ステレオ
用スピーカー●ピアノ●犬・猫用ケージ（プラスチック）●漬物石（12㌔
㌘、15㌔㌘）●糸車（木製・毛糸専用）●碁盤

ゆずってください（買います）
●レンジトップ・オーブン●男子学生服（175～180㎝）●スケートボード
●白菊幼稚園男子制服（夏・冬）●ワープロ●ランプ（灯油用）●鉄瓶

だから荒野

とことんトマトン

桐
きり

野
の

　夏
なつ

生
お

 著

高
たか

山
やま

　栄
えい

子
こ

 作

　46歳の誕生日。身勝手な夫や
息子たちと決別し、主婦・朋美
は1200キロの旅路へ－。『家族』
という荒野を生きる孤独と希望
を描く。

　いつも笑顔のトマトン。でも、
幼いころは泣いてばかりで、な
かなか友だちができなかった。
ある日、ママがトマトンに魔法
をかけると…。

◇寄る年波には平泳ぎ 群
むれ

　ようこ 著
◇親子で学ぶ科学図鑑 キャロル・ヴォーダマンほか 著
◇武蔵（ 3） 花

はな

村
むら

　萬
まん

月
げつ

 著

◇へんしんレストラン あきやま ただし 作・絵
◇まちにはいろんなかおがいて 佐

さ

々
さ

木
き

 マキ 文・写真
◇にひきのいたずらこやぎ 松

まつ

居
い

 スーザン 作

海
の
『
赤
い
ダ
イ
ヤ
』
と
も
称

さ
れ
る
た
ら
こ
で
す
が
、
近
年
は

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
漁
獲
が
制
限
さ

れ
、
水
揚
量
は
20
年
前
の
約
10
分

の
1
と
な
り
、
貴
重
な
食
材
と
な

っ
て
い
ま
す
。

㈲
マ
ル
フ
ク
武
澤
水
産
の
タ
ラ

コ
は
、
固
さ
、
味
、
色
、
形
が
整

っ
て
お
り
、
首
都
圏
の
料
亭
や
高

級
ホ
テ
ル
で
も
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
登
別
前
浜
産
の
た
ら
こ
は
食

感
が
良
く
、
味
が
濃
い
の
で
人
気

で
す
が
、
重
宝
さ
れ
る
一
番
の
理

由
は
安
全
安
心
だ
か
ら
で
す
」
と

社
長
の
宇う

佐さ

美み

正ま
さ

勝か
つ

さ
ん
は
語
り

ま
す
。

同
社
は
徹
底
し
た
衛
生
管
理
と

安
全
性
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
お

り
、
『
ら
ん
ぼ
っ
け
の
た
ら
こ
』

が
登
別
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
た

の
も
安
全
安
心
へ
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で
す
。

昨
年
11
月
の
繁
忙
期
に
は
、
大

規
模
停
電
の
た
め
、
大
量
の
た
ら

こ
を
保
冷
す
る
冷
凍
庫
が
停
止
し
、

自
ら
も
不
安
を
抱
く
状
況
の
な
か

「
白
い
ご
飯
に
タ
ラ
コ
が
あ
れ
ば

元
気
を
出
し
て
も
ら
え
る
」
と
25

㌔
㌘
も
の
た
ら
こ
を
避
難
し
て
い

る
方
に
提
供
し
ま
し
た
。

「
前
浜
に
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富

な
噴
火
湾
で
育
っ
た
最
高
に
お
い

し
い
海
産
物
が
集
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
扱
う
海
産
物
の
種
類
を
増

や
し
、
皆
さ
ん
の
食
卓
に
多
彩
な

海
の
幸
を
提
供
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
」
と
宇
佐
美
さ
ん
は
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

【沿革】
昭和33年　マルフク武澤水産創業
昭和62年　有限会社マルフク武澤水産設立
【有限会社マルフク武澤水産】
所 在 地　富浦町１丁目24－ 7
電話番号　83３４６６
事業内容　スケトウダラ・タラコ・ヤナギダ

コの加工、販売、商品開発

 企業編⑧　㈲マルフク武澤水産
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 　思85 7 6 7 4

﹇
若
緑
町
内
会
﹈

悪
質
商
法
か
ら
身
を
守
る

サ
ロ
ン
学
習
会

［西川上町内会］
伝統行事でいい汗・いい笑顔
町内会世代間交流運動会

［中央新生町内会］

災害に備え独自の取り組み
町内会独自の広報車を整備

﹇
若
草
町
内
会
﹈

大
津
波
に
備
え
て
安
心
・
安
全
を

町
内
会
独
自
の
海
抜
表
示
を
設
置

　

高
齢
者
が
集
う
『
サ
ロ
ン
結
』
で
、
大
切

な
老
後
の
資
金
を
狙
う
悪
質
な
訪
問
販
売
や

電
話
勧
誘
販
売
業
者
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
が
訪
問
販

売
な
ど
の
手
口
や
断
り
方
を
紹
介
し
、
そ
の

後
参
加
者
全
員
で
「
必
要
な
い
の
で
お
断
り

し
ま
す
」
「
興
味
が
な
い
の
で
お
帰
り
く
だ

さ
い
」
と
声
を
合
わ
せ
練
習
を
し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
中
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
約
170
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

4
つ
の
チ
ー
ム
が
綱
引
き
や
玉
入
れ
、
リ
レ
ー
な
ど
で
白

熱
し
た
競
技
を
展
開
す
る

と
、
世
代
を
超
え
て
応
援

に
熱
中
す
る
参
加
者
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

昼
に
は
婦
人
部
手
作
り

の
豚
汁
を
食
べ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
身
も
心

も
満
た
さ
れ
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
の
大
規
模
停
電
時
に
「
市
の
広
報
車
が
来
な
い
、

来
て
も
音
が
聞
こ
え
な
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
そ
れ
を

教
訓
に
し
て
拡
声
器
と
ス
ピ
ー
カ
ー
を
車
に
搭
載
し
、
独
自

の
広
報
車
を
つ
く
り
ま
し

た
。
災
害
時
に
は
町
内
を

走
り
回
り
、
市
か
ら
の
情

報
を
伝
え
ま
す
。

　

車
体
に
は
『
中
央
新
生

町
内
会
広
報
車
』
の
ス
テ

ッ
カ
ー
を
貼
り
、
町
内
会

行
事
の
参
加
呼
び
掛
け
に

も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

若
草
町
内
会
で
は
、
大
津
波
の
発
生
に
備

え
『
避
難
ル
ー
ト
概
要
図
』
を
全
世
帯
へ
配

布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
避
難
ル
ー
ト
に
は
海
抜
の
目
安
と
な

る
海
抜
10
㍍
（
赤
色
）
と
20
㍍
（
緑
色
）
を

表
す
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
10
個
設
置
し
、
地
域
の

海
抜
を
可
視
化
し
ま
し
た
。

　

会
員
が
津
波
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。

若
緑
町
内
会

　
　

会
長　

井い
の

上う
え　

茂し
げ

美み

　

西
川
上
町
内
会　

会
長　

亀か
め

山や
ま　

　

聖さ
と
し

中
央
新
生
町
内
会　
　

会
長　

今こ
ん　

　

平ひ
ら

人と 

若
草
町
内
会

　
　

会
長　

伊い

藤と
う　

秀ひ
で

男お
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白老町 室蘭市 伊達市

人のうごき（平成25年10月末日現在）／人口50,923（－21）　世帯24,935（－15）　（　）は前月比
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カルルス温泉カルルス温泉

サンライバスキー場サンライバスキー場
1212月月1414日土日土オープンオープン
※積雪状況により変更することがあります。※積雪状況により変更することがあります。
※詳しくはスキー場にお問い合わせください。※詳しくはスキー場にお問い合わせください。

問い合わせ
サンライバスキー場
（☎84２８７２）

◆営業期間・時間◆営業期間・時間
12月14日㈯～ 3月23日㈰12月14日㈯～ 3月23日㈰
・ 9時～16時（土・日曜日、祝日は17時まで）・ 9時～16時（土・日曜日、祝日は17時まで）

◆リフト料金◆リフト料金（子どもは 4歳～小学生）（子どもは 4歳～小学生）

種　別 料　　金 備考大　人 子ども
１回券 230円 190円
11回券 2,300円 1,900円
4 時間券 2,300円 1,900円
6 時間券 2,600円 2,100円
１日券 3,000円 2,400円
シルバー券
（ 6時間券）

2,300円 － 60歳以上

シーズン券 42,000円 32,000円
団体（ 6時間券） 2,400円 1,900円 10人以上
団体（１日券） 2,700円 2,100円 10人以上

▼月日　 2月 9日㈰

▼  場所　大滝総合運動公園長流川と
徳舜瞥山麓周辺特設コース

▼  種目　歩くスキー、スキーマラソ
ン

▼  申し込み　①12月31日㈫までに事
務局などに備え付けの専用申込書
を提出、② 1月10日㈮までにイン
ターネットで申し込み

　（http://runnet.jp/）

▼  問い合わせ　同実行委員会事務局 
（大滝総合支所内・☎ 0 1 4 2 68
6 1 1 1 ）

『年末恒例‼
白老お楽しみ★満喫ツアー』

第24回おおたき国際
スキーマラソン参加者募集

▼  日時　12月 6 日㈮・12日㈭・18日
 ㈬

▼  内容　シイタケもぎ取り体験、白
老牛焼き肉の昼食、タラコ詰め放
題、源泉かけ流し温泉入浴、毛ガ
ニなど海産物直売

▼定員　各日40人(申込順)
※ ガイド付き、参加人数が30人に満
たないときは中止。

▼  費用　5,500円（ 4 歳～小学生は 
4,500円、 3歳以下は無料）

▼  申し込み　道南バス室蘭貸切セン
ター（☎81 2 1 0 0）

新年をみんなで祝おう
白鳥大橋カウントダウン

　豪華景品が当たる抽選会などを行
います。花火の打ち上げ情報は、白
鳥大橋カウントダウンホームページ
やＦＭびゅーでお知らせします。

▼日時　12月31日㈫　22時30分

▼場所　道の駅『みたら室蘭』

▼費用　無料（抽選券は 1枚500円）

▼  抽選券取扱場所　室蘭観光協会
（旧室蘭駅舎内）、道の駅『みたら
室蘭』、ぷらっと・てついちなど
※抽選券は当日も販売します。

▼  問い合わせ　同実行委員会事務局
（☎080 1895 4303）

開場50周年記念企画
１．『50番目の購入者半額割引』
毎日、50番目に販売するリフト券を半額で提
供します

２．『誕生年、おめでとう割引』
昭和39年生まれの方に、リフト券を半額で提
供します

　※運転免許証や保険証などが必要です。
３．『今からスキー・ボード無料レッスン』
20歳以上の方（１日 5人）を対象に、スキー・
ボードの無料レッスンを行います

　50周年記念企画のほかに、『手ぶらでスキー、
ボード体験』や『ちびっこ集まれ、スキー・
ボード初体験』、『出会いパーティー』などの
イベントを用意して、皆さんの来場をお待ちし
ています。


